
列
車
抑
止
中
で
も
横

断
で
き
な
い
ル
ー
ル

当
日
、
７
２
６
Ｄ
運
転
士
は

東
長
沢
駅
ホ
ー
ム
上
に
女
性
が

倒
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
、
通

報
を
受
け
た
小
牛
田
Ｃ
Ｔ
Ｃ
は

救
急
隊
を
要
請
し
た
。

救
急
車
が
東
長
沢
駅
に
到
着

し
た
時
点
で
は
、
７
２
６
Ｄ
列

車
が
停
車
中
で
、
踏
切
の
遮
断

棹
が
降
下
し
て
お
り
、
救
急
隊

（
車
）
は
駅
ホ
ー
ム
の
反
対
側

道
路
か
ら
進
来
し
て
き
た
た
め
、

救
急
車
は
通
過
で
き
ず
、
や
む

な
く
担
架
で
踏
切
を
通
過
し
ホ
ー

ム
上
の
急
病
人
を
救
護
し
た

（
踏
切
と
駅
中
心
の
距
離
は
46

ｍ
）
。

そ
の
後
、
救
急
隊
は
救
護
者

を
担
架
に
乗
せ
再
度
踏
切
を
通

過
し
よ
う
と
し
た
が
、
現
場
に

到
着
し
た
駅
係
員
と
信
通
係
員

が
、
踏
切
鳴
動
時
に
踏
切
を
通

行
さ
せ
る
取
扱
い
（
駅
停
車
中

の
７
２
６
Ｄ
列
車
に
対
し
、
可

搬
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
）
を
行
い
、

長
時
間
踏
切
前
で
足
止
め
を
さ

せ
ら
れ
た
格
好
と
な
っ
た
。

生
死
を
争
う
状
態
で

は
許
可
を
得
ず
横
断

今
回
の
事
象
に
対
す
る
関
係

す
る
社
員
ら
は
、
踏
切
鳴
動
持

続
時
の
取
扱
い
を
ル
ー
ル
通
り

に
行
い
、
「
現
場
に
到
着
し
た

社
員
に
よ
る
抑
止
手
配
」
を
完

了
し
た
後
、
救
急
隊
と
救
護
者

を
踏
切
を
通
過
さ
せ
た
が
、
そ

の
た
め
に
多
く
の
時
間
を
費
や

し
た
。

ま
た
救
急
隊
は
、
「
今
回
は

命
に
か
か
わ
る
状
態
で
は
な
か
っ

た
か
ら
待
っ
て
い
た
が
、
救
護

者
の
状
態
に
よ
っ
て
は
JR
の
許

可
を
得
ず
に
通
行
す
る
こ
と
も

あ
り
得
る
」
と
話
し
て
い
た
と

い
う
。

緊
急
時
に
対
応
可
能

な
ル
ー
ル
制
定
必
要

踏
切
鳴
動
持
続
時
の
パ
タ
ー

ン
は
様
々
で
、
一
括
り
に
す
る

こ
と
は
困
難
だ
。

だ
が
、
今
回
の
事
象
で
は
列

車
が
駅
に
停
車
し
て
お
り
、
抑

止
は
完
了
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
係
社

員
に
よ
る
抑
止
手
配
を
求
め
ら

れ
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
し

ま
っ
た
。

現
場
関
係
者
は
、
「
救
護
に

時
間
か
か
り
、
万
一
死
亡
な
ど

最
悪
の
事
態
に
な
れ
ば
、
場
合

に
よ
っ
て
は
訴
え
ら
れ
る
こ
と

は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
他
人
事

と
考
え
ず
、
早
急
な
対
応
策
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
話
し

て
い
る
。

ま
た
現
場
の
切
実
な
意
見
を

重
視
し
、
関
係
主
管
課
も
緊
急

時
に
対
応
で
き
る
ル
ー
ル
の
早

期
制
定
に
向
け
た
動
き
を
見
せ

て
い
る
。

地
方
本
部
は
、
安
全
問
題
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
こ
の
事
象

に
つ
い
て
議
論
し
、
近
く
「
踏

切
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」

を
開
催
し
、
更
に
議
論
を
深
め

会
社
に
対
策
等
を
求
め
て
い
く

方
針
だ
。

【
昌
】

国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
・

視
察
学
習
会
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

国
労
仙
地
指
示
第
1
号

14
年
10
月
16
日

日
時

14
年
11
月
29
日
〜
30
日

内
容
・
日
程

29
日

現
地
視
察
交
流

※
各
支
部
へ
の
動
員
は
な
し

30
日

交
流
学
習
会

郡
山
市
ホ
テ
ル
プ
リ
シ
ー
ド

※
各
支
部
・
分
会
代
表
者
及

び
福
島
県
支
部
と
郡
工
支
部

は
最
大
要
請
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10
・
23

各
地
方
・
地
区
本
部
組
織
部
長
会
議

10
・
25
‐
26

第
26
回
東
日
本
家
族
会
連
合
会
総
会

10
・
26

第
55
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

10
・
26

地
本
事
務
所
移
転

10
・
27

東
北
交
運
バ
ス
部
会

11
・
12

第
2
回
地
方
執
行
委
員
会

10
月
4
日
の
正
午
前
、
陸
羽
東
線
東
長
沢
駅
構
内
の
東
長
沢

踏
切
に
お
い
て
、
踏
切
が
遮
断
さ
れ
た
状
態
が
継
続
し
、
急
病

人
を
担
架
に
乗
せ
た
救
急
隊
が
踏
切
で
待
た
さ
れ
る
事
象
が
発

生
し
た
。
幸
い
急
病
人
は
命
に
別
条
は
な
く
、
事
な
き
を
得
た

も
の
の
、
今
後
の
踏
切
鳴
動
持
続
時
の
取
扱
い
に
一
石
を
投
じ

る
事
象
だ
。

国労仙台地方本部は事務所を移

転し、10月27日より下記住所に

て業務を行います。

新住所 〒983-0803

宮城県仙台市宮城野区小田原1

丁目1-2 2Ｆ

（ホテルパレス仙台後ろ側）

電話

NTT 022-794-8466 JR 031-3993

ＦＡＸ

NTT 022-794-8468 JR 031-3991

※JR番号は変わりありません。

NTTが変わりました。

小牛田方から新庄方を見た踏切と駅構内



10
月
6
日
、
地
方
本
部
は
仙

台
南
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い
て

第
15
回
地
本
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
風
18
号
が
接
近

し
14
人
が
棄
権
し
、
8
組
27
人

の
プ
レ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

大
村
恒
雄
名
誉
実
行
委
員
長

の
競
技
説
明
後
、
上
下
雨
具
姿

の
完
全
装
備
で
ス
タ
ー
ト
。

ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
フ
ェ
ア
ウ
ェ

イ
は
至
る
と
こ
ろ
で
水
溜
り
、

溜
め
池
と
化
し
た
バ
ン
カ
ー
、

カ
ッ
プ
が
雨
水
に
埋
ま
っ
た
グ

リ
ー
ン
等
、
ク
ロ
ー
ズ
寸
前
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
の
プ
レ
ー

で
し
た
。

そ
し
て
ハ
ー
フ
9
ホ
ー
ル
終

了
後
、
宮
城
県
東
部
仙
南
に
大

雨
・
洪
水
・
暴
風
警
報
が
発
表

さ
れ
た
た
め
プ
レ
ー
継
続
を
打

ち
切
り
、
9
ホ
ー
ル
終
了
時
点

の
ス
コ
ア
で
順
位
を
決
め
る
こ

と
に
な
り
、
15
回
大
会
を
制
し

た
の
は
、
昨
年
準
優
勝
の
村
上

晃
一
さ
ん
で
し
た
（
仙
台
総
合

車
両
所
支
部
台
車
分
会
）
。

村
上
さ
ん
は
、
「
雨
で
体
は

冷
え
、
ス
コ
ア
が
ま
と
ま
ら
な

か
っ
た
が
、
現
役
最
後
の
大
会

で
優
勝
カ
ッ
プ
に
名
前
が
刻
ま

れ
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
」

と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

な
お
悪
天
候
を
物
と
も
せ
ず

優
勝
し
た
村
上
さ
ん
（
イ
ン
・

グ
ロ
ス
42
ネ
ッ
ト
34
・
8
）
、

準
優
勝
の
阿
部
貴
弘
さ
ん
（
同

41
ネ
ッ
ト
35
・
0
）
、
ベ
ス
ト

グ
ロ
ス
40
（
ア
ウ
ト
）
を
叩
き

出
し
た
中
鉢
悟
さ
ん
、
次
い
で

同
44
（
イ
ン
）
の
青
野
恒
男
さ

ん
の
4
人
は
、
来
年
開
催
予
定

の
「
第
3
回
国
労
東
日
本
ゴ
ル

フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
へ
地
本
代

表
選
手
と
し
て
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。

【
弘
】

優

勝村上

晃
一

仙
総
台
車

準
優
勝

阿
部

貴
弘

郡
山
駅
連

3
位菊

地

浩
喜

小
牛
田
運
輸
区

４
位千葉

弘

小
牛
田
運
輸
区

5
位小

野

孝
一

仙
宮
運
輸
区

6
位柳

田

敏
幸

仙
総
車
体

7
位中

鉢

悟

小
牛
田
運
輸
区

8
位青

野

恒
男

仙
台
運
輸
区

9
位斎

琢
男

仙
台
信
通
区

10
位蛭

川

浩

福
島
地
区

河
原
で
30
人
が
交
流

10
月
11
日
、
仙
台
駅
連
合
・

仙
石
線
駅
連
合
・
山
形
連
合
の

三
分
会
合
同
の
芋
煮
会
が
千
歳

近
郊
の
河
原
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当日

は
絶
好
の
秋
晴
れ
の
元
、

宮
城
か
ら
14
人
、
山
形
か
ら
16

人
の
組
合
員
と
家
族
が
参
加
し

ま
し
た
。

開
催
地
の
分
会
を
代
表
し
山

形
連
合
長
谷
川
分
会
長
は
、

「
今
年
も
宮
城
と
山
形
の
仲
間

が
集
っ
た
。
成
功
に
向
け
努
力

し
た
組
合
員
と
家
族
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
ま
す
。
大
い
に
飲
み

食
べ
語
ら
い
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
仙
石
駅
連
合

千
葉
分
会
長
と
仙
台
駅
連
合
大

友
分
会
長
も
分
会
の
仲
間
を
紹

介
し
な
が
ら
あ
い
さ
つ
し
、
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

会
で
は
山
形
名
物
の
「
牛
肉

醤
油
味
の
芋
煮
」
を
始
め
、
米

沢
の
な
み
か
た
（
羊
肉
）
が
焼

か
れ
、
宮
城
と
山
形
の
地
酒
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
エ
ル
ダ
ー
組
合
員

か
ら
は
「
こ
う
し
た
何
気
な
い

交
流
の
取
り
組
み
が
組
合
員
相

互
の
信
頼
と
団
結
を
深
め
る
。

継
続
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と

交
流
の
大
切
さ
を
改
め
て
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

【
昌
】
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10
月
1
日
付

出
向
 

○
加
藤

宗
男
さ
ん

岩
切
駅
↓
Ｔ
Ｓ
Ｓ
利
府
駅

○
矢
部

智
久
さ
ん

郡
総
↓
Ｔ
Ｋ
Ｋ
郡
山

○
藤
崎

健
一
さ
ん

郡
総
↓
Ｔ
Ｋ
Ｋ
郡
山

○
安
斎

弘
美
さ
ん

郡
山
駅
↓
Ｔ
Ｓ
Ｓ
郡
山
駅

○
柳
沼

良
充
さ
ん

郡
山
駅
↓
Ｔ
Ｓ
Ｓ
郡
山
駅

○
今
野

義
弘
さ
ん

船
岡
駅
↓
Ｔ
Ｓ
Ｓ
船
岡
駅

10
月
9
日
、
国
労
仙
台
運

輸
協
議
会
は
、
拡
大
幹
事
会

を
国
労
新
庄
地
区
協
議
会
事

務
所
に
お
い
て
開
催
し
た
。

 
こ
の
拡
大
幹
事
会
は
持
ち

出
し
で
取
り
組
ま
れ
、
新
庄

地
区
が
第
一
回
目
の
取
り
組

み
と
な
っ
た
。

 
会
議
は
新
庄
地
区
協
議
会

若
野
議
長
の
司
会
で
進
行
し
、

運
輸
協
議
会
石
塚
議
長
は
、

「
各
地
区
の
状
況
把
握
の
た

め
移
動
幹
事
会
と
し
て
取
り

組
み
を
決
定
し
た
。
冬
期
提

案
、
業
務
委
託
、
遠
隔
操
作

シ
ス
テ
ム
、
Ｍ
Ｖ
50
導
入
等
、

自
動
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
る
。
職
場
の
矛
盾
点
を
討

論
か
ら
明
ら
か
に
し
改
善
の

取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。

討
論
で
は
、
新
庄
地
区
の

冬
期
問
題
を
中
心
に
議
論
し

た
。
特
徴
的
な
意
見
と
し
て

「
駅
と
保
線
で
冬
期
期
間
の

ズ
レ
が
あ
る
の
で
統
一
・
改

善
を
」
「
降
雪
地
域
で
何
で

も
33
条
発
動
は
お
か
し
い
」

「
冬
期
要
員
の
教
育
不
足
、

昨
年
は
助
勤
者
が
汽
笛
吹
鳴

を
受
け
た
」
「
遺
失
移
管
は

営
業
非
番
者
の
対
応
だ
が
、

冬
期
は
大
変
。
日
勤
者
ま
た

は
ダ
イ
ヤ
に
組
ん
で
も
ら
い

た
い
」
「
若
手
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
研
修
が
多
い
た
め
、

冬
期
は
大
変
。
冬
期
は
控
え

る
よ
う
会
社
に
話
を
し
て
い

る
」
「
事
務
が
除
雪
の
見
張

り
に
駆
り
出
さ
れ
る
な
ど
都

合
の
よ
い
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
る
」
「
ビ
ッ
ク
ロ
モ
の
構

内
除
雪
は
ポ
イ
ン
ト
を
雪
で

埋
め
て
い
る
。
投
排
雪
列
車

の
部
品
や
装
置
の
改
善
を
」

等
、
降
雪
地
区
特
有
の
要
求

が
出
さ
れ
、
全
体
で
議
論
を

深
め
た
。

ま
た
会
議
後
の
懇
親
会
で

は
、
検
修
職
場
の
組
合
員
が

手
間
暇
か
け
た
自
慢
の
手
料

理
を
振
る
舞
い
、
一
同
は
大

い
に
感
謝
感
激
し
舌
鼓
を
打
っ

た
。

【
昌
】

退
職
の
お
知
ら
せ

9
月
30
日
付

内
舘

弘
明
さ
ん

仙
総
台
車

（
Ｔ
Ｋ
Ｋ
利
府
）

大
川
原
那
幸
さ
ん

郡
工
装
置
科

（
Ｔ
Ｋ
Ｋ
郡
山
）

丹
治

輝
夫
さ
ん

郡
工
車
体
科

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

悪天候を制した？プレイヤー達

冬期を控え、要求を出し合う

いつでもどこでも誰とでも交流できるのが我々の強み


